
地域別の主要施策

地
域
別
の
主
要
施
策

第
５
章

182

●平成 27（2015）年の国勢調査によると、人口の減少率は 9.2％と、
県全体の 5.7％を上回り、高齢化率も 39.4％と、県全体の 28.7％を
上回るなど、過疎・高齢化が進行

●首都圏と直結する会津・野岩鉄道や新潟県と結ばれている JR 只見線、
会津縦貫南道路や国道 289 号などの交通網

●尾瀬や広大なブナ原生林などの雄大な自然環境

●会津田島祇園祭や檜枝岐歌舞伎などの伝統文化、大内宿や前沢曲家
集落に代表される歴史的景観、スキー場などの多様な観光資源

●産業構造の内訳（上位）
　建設業　13,613 百万円（13.8％）
　公務　　13,418 百万円（13.6％）
　製造業　10,038 百万円（10.1％）

●農業では夏期の冷涼な気候をいかして栽培されるトマトなどが盛ん

●全国屈指の豪雪地帯で、只見川を中心に豊富な雪解け水を利用した
水力発電所が立地

下郷町・檜枝岐村・只見町・南会津町

■福島県の南西部に位置
■阿賀川流域の東部地域と只見川・伊南川流域の西部地域
■神奈川県とほぼ同じ面積を有し、その大部分が広葉樹林を
主体とした森林

南 会 津 地 域

1 地域の概要・特徴
面　積

2,341.53㎢
（県全体の 17.0％）

人　口
23,669人
（県全体の 1.3％）

（年少 9.2％ / 生産 46.7％ / 高齢 44.1％）

世帯数
9,571世帯
（県全体の 1.3％）

地域内総生産
989億円
（県全体の 1.3％）

就業人口
13,969人
（県全体の 1.3％）

概　要

特　徴

ニッコウキスゲ

南郷トマト
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●農林業就業者の減少や高齢化が進んでおり、多様な担い手の育成、生産基盤の更なる整備、広大な
森林等の有効活用、地域資源をいかした特産品開発や販路拡大などが求められています。

●就労人口の減少等に伴い県内他地域より高水準の有効求人倍率が続いており、新規高卒者の留保率
も他地域に比較し低い状況にあります。管内企業で働く産業人材の確保が求められています。

●人口減少社会を迎える中で、地域に人口を定着させるためには、雇用の場の確保と地域全体の所得
の向上が不可欠です。

●人口減少・高齢化が進行しており、地域の活力が低下しています。一方、新型感染症の影響で地方での
生活に関心が高まっています。このため、地域外の人々を呼び込み、関係人口を増やす取組を進めると
ともに、受入環境の整備や情報発信に努めるなど、移住・定住施策を推進していくことが必要です。

●東日本大震災や新型感染症の影響で観光業は大きなダメージを受けています。地域経済の活性化を
図るため、新しい生活様式を踏まえたサービスの向上と観光客の滞在時間の増加や外国人旅行者の
取り込みが求められています。

●地域内外との交流連携を支援する軸となる骨格道路の整備が必要です。また、観光地への円滑なア
クセスの確保などに努める必要があります。

2 地域の課題

豊かな自然や伝統文化を保全・継承するとともに、地域産業の振興や、
魅力ある地域資源と整備を進めている広域的な交通網を活用した交
流人口の拡大を図り、活力ある地域づくりを進めます。

南会津地域の目指す方向性

地域の課題

課題1 地域産業の活性化

課題2 交流・関係人口の拡大と地域の活性化

施策1 「地域の特性をいかした産業の振興」を図ります。 P.185 へ

施策2 「地域資源を活用した交流 ･関係
人口の拡大と移住・定住の促進」を図ります。

P.185 へ
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施策3 「社会生活基盤の維持 ･整備による
安全 ･安心な暮らしの確保」を図ります。

P.186 へ

●急速に高齢化が進む中、地域医療・介護人材の確保による医療や介護・福祉サービスの提供、医療・
福祉を支える道路網の整備など、住民が住み慣れた地域で安全・安心に暮らすことができる生活基
盤の整備が求められています。

●県民の健康保護が最重要であるとの基本的認識の下、生産から消費に至る一貫した食の安全・安心
の確保が求められています。

●防災・減災の観点から、ハード・ソフト両面から自然災害に対する備えを進め、災害発生時にはそ
の復旧を早期に行う必要があります。また、近年の局地的豪雨により山地災害の発生リスクが高まっ
ており、災害に強い森林 (もり )づくりを進める必要があります。

●イノシシやシカなどの野生鳥獣による被害が深刻化しており、地域ぐるみの被害防止対策を行う必
要があります。

●過疎・高齢化の進行に伴い、地域公共交通や集落での除雪体制の維持が課題となっています。また、
消防団員の人材確保が困難になるなど、自助・共助活動が低下しています。

●尾瀬や広大なブナ原生林に代表される豊かな森林など、貴重な自然環境の維持・保全が求められる
中、シカによる湿原植物の食害や、自然公園利用者の減少などが課題となっています。

●過疎・高齢化の進行に伴い、地域に根ざした伝統文化や伝統芸能が衰退傾向にあります。また、大
内宿や前沢曲家集落など、日本の原風景ともいうべき歴史的景観を後世に継承していくことが求め
られています。

地域の課題

課題3 住民が安心して暮らせる生活基盤の確保

課題4 自然環境、歴史的景観等の保全 ･継承

施策4 「豊かな自然環境や伝統文化など地域の宝の保全・継承」を進めます。
P.187 へ




